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京都大学
農学研究科農学専攻雑草学分野

黒川　俊二

はじめに

2015 年 9 月 25 日の第 70 回国連
総会で採択された持続可能な開発のた
めの 2030 アジェンダでは，17 の持
続可能な開発のための目標（SDGs）
と 169 のターゲットが掲げられた。
雑草学の貢献を広く捉えれば多くの目
標に貢献できる可能性があるが，ここ
では特に雑草学が直接的に貢献できる
と考えられる２つの目標「目標２：飢
餓を終わらせ，食料安全保障及び栄養
改善を実現し，持続可能な農業を促進
する」および「目標 15：陸域生態系
の保護，回復，持続可能な利用の推進，
持続可能な森林の経営，砂漠化への対
処，ならびに土地の劣化の阻止・回復
及び生物多様性の損失を阻止する」に
絞って，いかに雑草学がそれらの目標
に貢献しうるかについて考えてみた
い。（図 -1）

1. 持続可能な食料システム
の構築

(1) 生産性向上のための難防除強害
雑草対策

目標２の中のターゲット 2.4 では，
「2030 年までに，生産性を向上させ，
生産量を増やし，生態系を維持し，気
候変動や極端な気象現象，干ばつ，洪
水及びその他の災害に対する適応能力
を向上させ，漸進的に土地と土壌の質
を改善させるような，持続可能な食料
生産システムを確保し，強靭（レジリ
エント）な農業を実践する」とされて
いる。
生産性向上を図る上では，雑草防除

は非常に大きな貢献をする部分であ
り，これまでに様々な防除技術の開発
を通じて貢献してきた。特に除草剤が
果たしてきた役割は非常に大きい。農

業生産従事者が激減している日本の状
況においては，ますます大規模化が進
むと考えられ，特に土地利用型農業に
おける除草剤が果たす役割は今後も非
常に大きいと考えられる。
一方で，除草剤依存の農業は除草剤

抵抗性雑草の出現をもたらし，持続可
能な食料システムを確保する上で一層
困難な壁として立ちはだかっている。
また，大量の穀物輸入に伴う外来雑草
の侵入は，穀物生産国での雑草防除プ
ログラムをくぐり抜けてきた難防除雑
草問題として，生産性向上の大きな阻
害要因となっている。外来雑草問題は
農業生産以外の場面にも広がってお
り，本ターゲットに挙げられている生
態系の維持に対しても負の影響をもた
らしている。さらに雑草イネ問題も深
刻であり，水稲栽培において作物と同
種の植物が雑草となる究極の難防除雑
草問題となっている。
農業生産における難防除雑草問題は

SDGsの実現に向けた雑草学
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日本だけでなく世界共通の問題となっ
ている。これまでに多くの関連研究が
行われているが，生産性向上を進める
上で引き続き難防除雑草対策の技術開
発につながる雑草研究が求められる。

(2) 遺伝資源としての雑草評価

ターゲット 2.4 での生産性向上の大
きな阻害要因として雑草が位置付けら
れる一方で，ターゲット 2.5 には栽
培植物の近縁野生種の遺伝的多様性の
維持が挙げられている。雑草の中には
栽培植物の近縁野生種であるものも多
く，雑草は遺伝資源としての価値があ
る植物群であるとも言える。持続可能
な食料システムを構築する上では，将
来に訪れる様々な環境変化や新たな病
害虫の出現などに対応した栽培植物を
作り出す必要がある。栽培植物ととも
に多様な人間活動に適応進化した雑草
の遺伝的多様性の中には，将来の環境
変化に適応する形質を有する可能性が
ある。こうした雑草の有用性について
は，後述する地球環境コモンズの確保
の観点でも今後さらに検討が必要であ
る。

(3) 生態学的農法における総合的
雑草管理

上述のように，現在の農法をいかに
効率的・効果的に発展させるかという
視点の一方で，現在の農法に起因する
気候と環境への影響も指摘されてい
る。国連の「持続可能な開発に関する
グローバル・レポート 2019」による
と，現在の農法は，水環境の富栄養化，

地下水の汚染，土壌酸性化，大気汚染
につながる可能性があり，温室効果ガ
スの一種である亜酸化窒素（N2O）の
2011 年における世界的な排出の 60%
を占め，温室効果ガス全体では総排出
量の 19 ～ 29% 以上を食料システム
関連全体で占めているということであ
る。同じレポートでは，緩和策を講じ
ずに 2050 年の世界人口の需要を満た
すために生産を単純に増加させた場
合，世界の農業からの温室効果ガス排
出量は最大で 87% 増加する可能性が
あるとしている。さらに，病害虫や雑
草によるリスクを化学物質の投入量を
増やして管理しようとすると，多くの
環境関連の SDGs の達成を危うくす
ることも指摘している。

こうしたことから，その土地の文
化と知識に深く根ざした生態学的農
法（ecological farming）の促進が重
要とされている。生態学的農法は，中
小規模の農場に基礎を置き，時間的・
空間的な多様性を持つとともに，環境
ストレスに強い地元に適応した品種・
系統を使用するものとされている。雑
草は元来その土地の環境や農法に応じ
て適応進化してきたものであることか
ら，その土地で永年続けられてきた
ローカルな農法とそこでの雑草の適応
進化との関係性を解明し，それぞれの
土地の多様な農法に応じた総合的雑草
管理法（IWM）というものを確立す
るというアプローチが今後必要となる
かもしれない。また時間的・空間的に
多様な農法に対応できる IWM を講じ
ることは，地域全体の雑草リスクを低

減させることにつながる可能性もあ
る。

農業従事者の激減に対応すべく大規
模化が進む日本においても，農地の４
割を占める中山間地域においては傾斜
地が多く大規模化は難しい。そのよう
な地域では，一律的な大規模化による
生産性向上を求めることが難しい一方
で，それぞれの土地に特色のある農業
を展開し，多様なビジネスモデルを展
開できる可能性もある。その中では地
域の生物多様性資源の保全を付加価値
とした農業ビジネスの展開もありうる
だろう。雑草を生物多様性資源の１つ
と見ることもでき，適正な植生の管理
を通じた表土保全など，持続的農業を
展開するための “ 土台 ” づくりとして
雑草管理が貢献できる可能性も大いに
あると考えられる。こうした雑草の機
能をいかに科学的に評価するか，これ
もこれからの雑草学に求められる１つ
の課題であると思われる。

2. 地球環境コモンズの確保

(1) 生物多様性を脅かす外来雑草
対策

地球の共有資源の急激な減少は，
人々が暮らす地球環境の長期的な健全
性を確保する上で大きな問題である。
IPBES（生物多様性及び生態系サービ
スに関する政府間科学政策プラット
フォーム）は「生物多様性と生態系サー
ビスに関する地球環境評価報告書」の
中で「地球は複数の人為的な要因に
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よって大きく変化しており，生態系と
生物多様性の指標の大部分は急速に低
下している」と述べている。世界の種
の絶滅率は過去 1000 万年の平均より
も数千倍から数百倍高くなっていると
いう。生物多様性の喪失は新たな作物
を見出すことや遺伝子改良に用いるな
どの将来的な選択肢が減少するだけで
なく，生物の誕生以来構築されてきた
生物間のつながりを急激に断ち切るこ
とでもあり，それらがもたらしてきた
あらゆる生態系サービスを失うことに
つながる。生物多様性の喪失の原因と
しては，開発に伴う破壊，温暖化によ
る気候変動などに加え，外来種の侵入
もその要因の一つとされている。雑草
においても，経済活動のグローバル化
に伴って世界中で様々な外来雑草の問
題が起きている。持続的な食料システ
ムを構築する上でも大きな問題である
が，生物多様性保全の面からも大きな
問題である。ほとんどの外来種問題は
不可逆的であり，一度新たな生態系に
侵入すると，その後その種を取り除い
た場合にも大きな影響が出る。外来雑
草問題は人為的問題である以上，予防
原則に基づく管理体制の構築があらた
めて重要である。

(2) 生物多様性構成要素としての
雑草の機能評価

私たちの生活は生物の誕生以来作り
上げられてきた生物多様性の上に成り
立っている。生物多様性は，独自の進
化を遂げた種の個性だけでなく，それ
らが互いにつながりを持って進化して

きたことによって作り上げられてき
た。その中でも雑草は，人が定住を始
めたことに伴って人間の撹乱に巧みに
適応進化してきた植物群であり，人間
の歴史とともに進化し，人間生活を支
える生物多様性の構成要素となってき
たものとも言える。

永年にわたって表土を形成してきた
植生を安易に破壊してきたことや不適
切な植生管理による土地劣化の問題が
指摘されている（伊藤 2013）。私た
ちが生活する表土を将来にわたって持
続的に利用するためには，表土の機能
や役割をしっかり理解し適切な植生管
理を行う必要がある。しかしながら，
人間活動とともに進化してきた雑草が
持つ生態系における機能についてはこ
れまで十分に検討されてきたとは言え
ない。当然ながら雑草は一次生産者と
しての供給サービスはあるが，Petti 
et al.（2011）はそのレビューの中で，
雑草が様々な他の生物種との相互作用
によって，直接的に農業生態系の機能
にネガティブにもポジティブにも影響
を与えていると指摘している。そのポ
ジティブな影響は生物間相互作用によ
る生態系の調節サービスとも言える。
他にも遺伝資源としての利用性（供給
サービス）（環境が激変した将来にお
ける需要も含む），表土を形成してき
た植生機能（基盤サービス）など様々
な生態系サービスをもたらしている可
能性がある。こうした雑草の機能や役
割についても今後研究を進める必要が
あるだろう。雑草は人間による撹乱の
中で適応進化してきた。人間による撹

乱とその適応進化，その過程を解明す
ることで，雑草の生態系機能を有効に
発揮させる適切な管理システムとは何
かという問いに対して科学的な答えを
見出せるかもしれない。

おわりに

繰り返しになるが，雑草は人間活動
の中で適応進化したものである。持続
的な開発目標を達成するにあたり，雑
草はネガティブにもポジティブにも働
くこととなる。これからどのように人
が雑草と関わり管理するのか，これが
持続的食料システムの実現，生物多様
性保全，土地劣化の阻止・回復に貢献
できるかの鍵となるだろう。そのため
には，雑草が多様な環境や多様な人間
活動の歴史の中でどのように適応進化
してきたのか，科学的な解明をさらに
進め，科学的知見を基盤とした持続的
な雑草管理システムを構築することが
重要である。

世界で研究開発への支出が増加して
いる一方で，残念ながら本稿で取り上
げている「2030 アジェンダ」を実施
するための研究開発には比較的少ない
費用しか使っていないことも指摘され
ている。ましてや雑草学に割かれる研
究資源はわずかしかない。飢餓をなく
し，持続的な農業を構築し，人間生活
の基盤である生物多様性を保全すると
いう持続的な開発目標を達成するため
には，雑草学単体での取り組みだけで
なく，コンピューターサイエンス，人
工知能，バイオテクノロジーなどの分
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不可逆的であり，一度新たな生態系に
侵入すると，その後その種を取り除い
た場合にも大きな影響が出る。外来雑
草問題は人為的問題である以上，予防
原則に基づく管理体制の構築があらた
めて重要である。

(2) 生物多様性構成要素としての
雑草の機能評価

私たちの生活は生物の誕生以来作り
上げられてきた生物多様性の上に成り
立っている。生物多様性は，独自の進
化を遂げた種の個性だけでなく，それ
らが互いにつながりを持って進化して

きたことによって作り上げられてき
た。その中でも雑草は，人が定住を始
めたことに伴って人間の撹乱に巧みに
適応進化してきた植物群であり，人間
の歴史とともに進化し，人間生活を支
える生物多様性の構成要素となってき
たものとも言える。

永年にわたって表土を形成してきた
植生を安易に破壊してきたことや不適
切な植生管理による土地劣化の問題が
指摘されている（伊藤 2013）。私た
ちが生活する表土を将来にわたって持
続的に利用するためには，表土の機能
や役割をしっかり理解し適切な植生管
理を行う必要がある。しかしながら，
人間活動とともに進化してきた雑草が
持つ生態系における機能についてはこ
れまで十分に検討されてきたとは言え
ない。当然ながら雑草は一次生産者と
しての供給サービスはあるが，Petti 
et al.（2011）はそのレビューの中で，
雑草が様々な他の生物種との相互作用
によって，直接的に農業生態系の機能
にネガティブにもポジティブにも影響
を与えていると指摘している。そのポ
ジティブな影響は生物間相互作用によ
る生態系の調節サービスとも言える。
他にも遺伝資源としての利用性（供給
サービス）（環境が激変した将来にお
ける需要も含む），表土を形成してき
た植生機能（基盤サービス）など様々
な生態系サービスをもたらしている可
能性がある。こうした雑草の機能や役
割についても今後研究を進める必要が
あるだろう。雑草は人間による撹乱の
中で適応進化してきた。人間による撹

乱とその適応進化，その過程を解明す
ることで，雑草の生態系機能を有効に
発揮させる適切な管理システムとは何
かという問いに対して科学的な答えを
見出せるかもしれない。

おわりに

繰り返しになるが，雑草は人間活動
の中で適応進化したものである。持続
的な開発目標を達成するにあたり，雑
草はネガティブにもポジティブにも働
くこととなる。これからどのように人
が雑草と関わり管理するのか，これが
持続的食料システムの実現，生物多様
性保全，土地劣化の阻止・回復に貢献
できるかの鍵となるだろう。そのため
には，雑草が多様な環境や多様な人間
活動の歴史の中でどのように適応進化
してきたのか，科学的な解明をさらに
進め，科学的知見を基盤とした持続的
な雑草管理システムを構築することが
重要である。

世界で研究開発への支出が増加して
いる一方で，残念ながら本稿で取り上
げている「2030 アジェンダ」を実施
するための研究開発には比較的少ない
費用しか使っていないことも指摘され
ている。ましてや雑草学に割かれる研
究資源はわずかしかない。飢餓をなく
し，持続的な農業を構築し，人間生活
の基盤である生物多様性を保全すると
いう持続的な開発目標を達成するため
には，雑草学単体での取り組みだけで
なく，コンピューターサイエンス，人
工知能，バイオテクノロジーなどの分
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野と連携し，ここで取り上げた様々な
困難な課題に立ち向かう必要があるだ
ろう。
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中宮定子様が崩御された後，私は宮仕えを辞めました。思え
ばお仕えして以来，定子様から限りない恩寵を賜りました。あ
るとき定子様の兄君の内大臣伊

これちか

周様が高価だった和紙を一条天
皇と中宮定子様に献上されました。定子様が「帝は『史記』を
書写されるそうだが，こちらは何を書こうか」と下問されたと
き，「それなら枕でございましょう」と申し上げたのですが，

「それなら，おまえにあげよう」とおっしゃって，そのまま下
されました。私は帝がおっしゃった「史記」から「敷布団」，

「敷
しきたえ

妙」を連想して，「敷妙の」が「枕」の枕詞であることから「枕」
と洒落のつもりでお応えしたつもりだったのです。その後「春
は」「夏は」と「四季」のお話で書き始め，ついつい変なこと
まで書き連ねてしまいました。

思えば，「草は」と書き始めて「沢
おもだか

瀉」は名前が面白い。ふ
んぞり返って偉そうにしている」と書いてはみたものの，顎の
張ったふんぞり返った殿上人はあまたおられるのですが，かの
道長様などは，定子様が一条天皇のご寵愛を受けている折には
顎も出さずに大人しくなさっておられたのですが，定子様の父

君の道隆様が亡くなられると，急に顎を突き出してふんぞり返
り始めました。それは「沢瀉」のように慌てて顎を出すのでは
なくて，ゆっくりと顎を出してくる，まるで「顎

あぎなし

無」のようだっ
たのです。

このことを「枕」の中に書いてはいたのですが，定子様が崩
御された後，あまりに道長様のことを悪く書くのも憚られ，「枕」
から外したのでした。（清少納言・談）

アギナシはオモダカ科オモダカ属の抽水性の多年草。北海道
から九州の，比較的自然度の高い山間部や農耕地周辺の湿地，
休耕田などに生える。環境省の準絶滅危惧種。同属のオモダカ
に非常によく似るが，オモダカのように水田に生えることは殆
どなく，背丈も高い。オモダカと同じような矢尻型の葉を出し，
矢尻葉の側裂片の先端がアギナシでは丸みを帯びるというが両
者を並べて比べないとよく分からない。生育の初期にはへら状
葉で，次第に矢尻葉に変わっていくが，オモダカに比べて矢尻
葉になるのが遅い。清少納言はそのことを枕草子に書こうとし
た。

（公財）日本植物調節剤研究協会
兵庫試験地　須藤　健一顎無（アギナシ）田畑の草
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